



































































































































































































































































































































































































（profit and loss account）の公開を強制した規定を加えたことでよく知られ
る。
しかし注意を要することは，19世紀の英国会計実務で「Balance Sheet」
とは，今日的な意味での「Profit and Loss Account」の対立物ではなかった
ということである。そこでの「Balance Sheet」とは，今日的な意味での貸
借対照表（Statement of AffairsとかAssets and Liabilities 等々といわれてい
た）と損益計算書（profit and loss account，場合により利益処分計算を含
む profit and loss and appropriation account）の総体を意味していた。
そうした英国会計実務が，今日的な意味での貸借対照表（Balance Sheet）
と［利益処分計算を含まない］損益計算書（profit and loss account）との
計算書類体系に大量現象として移行してきたのは1910年代であった（千





























米国では1929年に『財務諸表の検証』（Verification of Financial Statements）
が公表されていた。またすでに検討したように英国では1928/29年に『会社
法』（Campanies Act）計算規定の重要な改正が行なわれていた。さらにド
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